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							ローコスト住宅は低予算で施工することが可能な点にメリットが意識されてきました。
しかし実際にローコスト情報の関連情報を見てみると、価格面だけでない優れた点が存在することがわかります。
着工から完成までの時間が短く、三か月程度となるので、仮住まいの家賃を節約できます。
またローコスト住宅には設備のオプション追加がしやすく、将来的なリフォームも視野にいれた長期的なすまいの在り方を踏まえた家づくりが可能なのも、注目をあつめる理由です。
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							ローコスト住宅は若い世代に向いている

							若い世代は住宅に大きなこだわりがなく、極端に不便を感じない住まいであればそれでいいと考える人が少なくありません。
住宅にばかりお金をかけてしまうと、肝心の生活費を不足させる要因となります。
住宅ローンの返済に追われるあまり、食費を極限まで節約する生活は豊かとは言えないでしょう。
豊かな生活のポイントは好バランスであり、お金の使い方が偏らないようにすることが大事です。
ローコスト住宅は安く建てられるので、頭金がまだ少ないという方におすすめです。
若い世代の特徴として貯蓄額が少なく、十分な頭金を用意するのが難しいことがあります。
頭金が少ないとローンの審査は厳しくなり、借りられない確率が高くなります。
審査を有利に進める対策としても、ローコスト住宅を選択するメリットは大きいです。
さらに毎月の支払いを圧縮できるので、生活への影響を軽減できます。
将来的に十分な資金を確保できたら、その時点でローコスト住宅をリフォームするという選択もできます。


							

							手軽にマイホームを所有するならローコスト住宅

							マイホームを所有するのは、昔と比べて随分と大変になりました。
高度経済成長の時代は給料がうなぎ登りに上がっていきましたし、会社に属していれば生活は生涯にわたって安泰と言われていたのです。
しかし現在は時代が大きく変わってきており、給料が上がらないだけでなく失職するリスクも大きく上がっています。
仕事を失って収入が途絶えてしまえば、途端にローン返済は逼迫してしまうでしょう。
こうした先行きが不透明な時代だからこそ、手軽に建てられるローコスト住宅に注目が集まっているのです。
ローコスト住宅なら頭金が少なくてもローンを組める可能性大です。
そもそも借入れする金額が減るので、それがローン審査を有利にする材料となります。
借入れ総額の圧縮ができれば、毎月の返済はぐっと楽になるでしょう。
生活する上で一番大変なのは、毎月の住宅ローン返済と答える人が少なくありません。
その負担を極限まで軽減できるなら、ぜひマイホームがほしいという人は多いのです。


							

							ローコスト住宅はデザインを限定した規格型住宅が多い

							ローコスト住宅には規格型住宅が多いといわれています。
これは施主が自由に外観・内装などのデザインや間取りを選択することのできる注文住宅とは違って、デザインや間取りがあらかじめ一定の範囲内に限定されているものを指しています。
ローコスト住宅はともかくも価格が安いことが取り柄ですので、家づくりのどこかで妥協が必要となってきます。
規格型住宅はあらかじめデザインや間取りが限定されている分、工務店の側では建材の大量発注が容易で、作業がしやすく、工期の目安も立てやすいといったメリットがあります。
そしてそのメリットは価格という面で顧客にも確実に還元されているところがポイントといえます。
注文住宅の場合には、施主がどうしても細部にこだわってしまうあまり、外壁に凹凸が多く、よけいな装飾的要素も増えがちという特色がみられます。
これらをひとつずつ実現していくためには、規格外の建材をいちいち調達しなければなりませんし、作業も複雑となってきます。
こうした不確実な要素を排除して効率性を実現することが、ローコスト住宅の真骨頂といえます。


							

							ローコスト住宅でも基本的な耐久年数は一般住宅とほとんど変わらない

							最近はローコスト住宅が注目されていて、その背景には経済的な理由の他にも実際には耐久年数は一般住宅と変わらないこともあがられます。
通常であれば安い費用で賄っている受託ですから、資材も劣悪なものを用意していると勘違いしている人も少なくありません。
実際には型落ちなどしていると年数が経過していたりして、実際の価格より安く手に入ることで住宅を作ることができます。


こういった背景からわかるのは、ローコスト住宅といえども耐久年数は変わらないことといえます。
また実際に大事なのはコストパフォーマンスではなく、どこのハウスメーカーや工務店が作っているのかも大事な問題です。
注目すべき点は技術力もありますし、設備が古い型をしていても保存状態が良いと新品と変わりありません。


その他にもメンテナンスを考えれば、住んでいる人でも劣化する状態は大きく変わりますので、コミュニケーションをとって老朽化を防ぐのをやっていれば問題ないです。


				




ローコスト住宅で使われることが多い素材




ローコスト住宅の場合は、特別な住宅素材を使わないことが前提にあり、メーカーが大量生産しているような資材を使っていることで安さを発揮しています。
実際に使われることが多い素材は外装面では窯業製サイディングとスレート屋根が多い傾向にあり、寒冷地以外では1枚ガラスになります。
内装面では合板タイプのフローリングが使われることが多く、壁面は石膏ボードに対して貼り付けるビニールクロスが該当しています。
屋内側の各室内のドアは木製で全てを同じ資材を使うことも多く、天井も普通のボードを貼って壁と同じ種類のビニールクロスを採用することも一般的です。
ローコスト住宅は水回りの設備も全て均一化している傾向にあり、例えばユニットバスは0.75坪のユニットバスで特別な機能は無し、トイレも給水タンクが背面にある普通の機種を使っている住宅も基本です。
各水回りのスペースの床材は、特殊な資材ではなく安く仕上げることができるクッションフロアを採用していることも多い傾向にあります。









ローコスト住宅と呼ばれる家の価格帯




家を建てるとなれば3000万円くらいの金額が必要になることが多いです。
都心部では4000万円を大きく超えてくるケースもあります。
都心部においては3000万円でもローコストと言えますが、一般的にローコスト住宅の価格帯は2000万円未満とする傾向があります。
1000万円～2000万円などの価格帯にあるなら、ローコスト住宅と言えるでしょう。
土地が安価なエリアでは1000万円未満の住宅もあり、ローンを組まずに一括購入に手が届きそうという意見が多く、若年層から高い人気があります。
都心部でローコスト住宅を実現するには、いかに土地代を圧縮していくかが鍵になります。
狭小住宅という選択肢を考えれば、都心でも2000万円未満で家を建てることは可能です。
ローコスト住宅を建てたい方は、事前に施工会社に希望額を伝えておくのがポイントです。
2000万円未満で建てたいと伝えておけば、予算内で収まるように土地や間取りを決めてくれます。









ローコスト住宅は建売が多い？




ローコスト住宅は注文住宅のイメージがありますが、建売の方が多いのでしょうか。
規格化してコストダウンを図ったローコスト住宅は、その意味で建売に近いといえます。
一方では、注文を受けてコストを抑えながら家を建てる、注文住宅型のローコスト住宅があります。
一定以上の自由度の中で、予算内に収まる希望の家を追求できるのが魅力です。
どちらが多いかは一概にはいえませんが、コストダウンに規格化が必要なことから、自由度の代わりに安く建てて販売している住宅が少なくないのは確かです。
注文住宅型は間取りやインテリアの選択が必要で、仕様を決めるまでに時間と手間がかかります。
その分が価格に影響するので、ローコストのメリットが半減します。
合理的に考えれば、設計の自由度を犠牲にしても、選択をオプション式にする方が安く建てられます。
つまり世の中にある多くの価格が手頃な住宅は、無駄を省き安さを追求することで、魅力的な商品に仕上げられているのではないでしょうか。









ローコスト住宅でも高級感は演出できる？




ローコスト住宅でも高級感を演出することは可能です。
デザイン、素材、配置などの要素によって作り出されます。
まずデザインにこだわることが重要です。
シンプルで洗練されたデザインを取り入れることで演出できます。
例えば直線的でミニマルなデザインの家具や照明器具を選ぶと良いでしょう。
次に素材の選択に注意しましょう。
リーズナブルな価格帯でも、高品質な素材を使用することで高級感を出すことができます。
天然木や高級な石材を使用した床やカウンタートップ、高品質なタイルを使用したバスルームなど、素材の質感にこだわることが大切です。
さらに配置にも工夫を凝らしましょう。
家具やアクセサリーの配置によって、空間に奥行きやバランスを与えることができます。
家具の配置はスペースを最大限に活用しつつ、見た目の調和を考えることが重要です。
照明も演出する重要な要素です。
間接照明やダウンライトなどを組み合わせることで、柔らかな光の演出ができます。
照明器具自体もデザインにこだわり、上質なものを選ぶと良いでしょう。
細部への注意も忘れずに行いましょう。
壁には高品質なペイントや壁紙を使用し、カーテンやブラインドは上質なものを選ぶことで、全体の印象を引き上げることができます。
これらの要素を工夫しながら、ローコスト住宅でも演出することができます。









ローコスト住宅は無駄がないので機能性が高い




一戸建て住宅を目指す人は費用として、最低でも数千万円は用意しておくことが当たり前でしたが、これが近年はローコスト住宅という革命的な住宅が注目されています。
特に知っておきたいのが機能性で、無駄がないことで充実していることも多いです。
ローコスト住宅のメリットでは、費用が安いだけではなく必要な機能だけが付いているので、要望に合う住宅が作れます。
特に住宅のデザインはそんなに重視しない人や、とにかく生活するだけの機能が高ければ問題ない人は、費用が安くて満足いく住宅に出会えます。
窓の数を制限することで安くなりますし、大きさもポイントなのは人件費が抑えられることが大きなメリットです。
また必要な断熱材も相談をすることで安い材料を手に入ることから、ハウスメーカーや工務店との連携で機能性を失わない住宅を建てることができます。
なかには安いことから心配になる人もいますが、しっかりと理解をするとコストダウンの意味がわかってきます。








住まいに強いこだわりがない人はローコスト住宅が最適




住まいは絶対にこうしたいという欲求があると、ローコストに抑えることは難しいです。
こだわりの数に比例して多くのコストがかかるからです。
逆にあまりこだわりがないのであれば、ローコスト住宅を選ぶのがいいでしょう。
コスト削減を意識して建築した場合、建売住宅未満の金額に抑えられることがあります。
注文住宅は高いという定説がありますが、それは施主が高くなる住宅設計をしているためです。
コストを徹底して抑えることができれば、1000万円未満で建てることも夢ではありません。
ローコスト住宅は住みにくいう先入観を抱いている人がいますが、ローコストゆえの住みやすさがあります。
住宅設備というのは数が増えるほど部屋が狭くなる現実があります。
ローコスト住宅は住宅設備を減らせるため、それが部屋の広さに直結するのです。
建ててからほしい設備が出てきたときは、リフォームして追加できます。
ローコスト住宅は安いだけでなく、自由度の高さからも注目されています。









環境や体に優しいローコスト住宅はある？




今注目されているローコスト住宅に住む際、環境に優しいお家にすることは出来るのでしょうか。
その答えは、「イエス」と言えるものです。
ローコスト住宅メーカーの中でも、エコ設計やアレルギーに無い家づくりに取り組んでいるハウスメーカーや工務店は存在します。
環境に優しい木材やエネルギー効率の良いお家を作ることで、ランニングコスト自体も抑えられる大きなメリットがあることも見られるものです。

ただし、そのようなローコスト住宅を手掛けているハウスメーカーや工務店は、宣伝費や広告費をかけない徹底したコストダウンを行っています。
通常の住宅展示場で見かけることはなく、インターネットで細かく調べ直接依頼主が交渉するしかありません。
ごくまれに見学会を実施している場合があるので、ローコスト住宅を全面的に押し出しているフェアなどがあれば、ぜひ足を運んでみることをお勧めします。
従来の仕入れ方法の工夫や、人件費の削減でコストダウンを行うメーカーも増えているのです。









ローコスト住宅でも耐震性は問題ない？




一般的に、ローコスト住宅は予算の制約から材料や設計において節約を図る傾向がありますが、耐震性を確保するためには、適切な設計と施工が必要になります。
建築基準法や地震対策のガイドラインに基づいて、適切な耐震設計を行い、地震に強い構造を持つことが重要です。
耐震補強材や地盤調査など、必要な対策を適切に行うことは大切ことになります。
一般的には高額な住宅と比較すると、ローコスト住宅は建材や工法においてコスト削減が行われることがあるため、優れた性能を持つことが難しい場合もでてくるため、ローコスト住宅でも耐震性を最大限に確保するために、信頼できる建築業者や設計士との十分なコミュニケーションを取ることです。
予算の制約がある場合は、優先順位を決める必要になりますが、重要になるポイントは、生命と財産を守るためには何を優先すべきことなのかを考慮することになります。
最終的な判断は個々の状況によりますが、生命と財産を守るための性能を適切に考慮しながら、ローコスト住宅を建てることが大切なことになります。









ローコスト住宅の建築期間は比較的短い




ローコスト住宅の場合、一般的にいえば建築期間は数か月程度であり、通常の住宅と比較すると半分程度の工期に納まってしまうこともめずらしくはありません。
これはひとえにローコスト住宅の性質によるものです。
たとえば通常の住宅とは違って、正方形や長方形に近い単純な間取りが多用されており、外観もシンプルで装飾的な要素が少ないことなどが挙げられます。
これはコストカットを狙った結果といえますが、同時に建築期間を大幅に短縮するのにも役立っています。
またローコスト住宅のなかには、工場でできるだけ建材を組み立てておいて、現場では輸送されてきたユニットを接合したり、電気やガスなどのインフラの配線・配管などの工事にとどめる工夫をしているものも少なくはありません。
工場であれば天候にかかわらずいつでも作業ができ、天候に左右されるほかにも建材の輸送、人員の確保などで手間がかかりがちな現場施工に比べて、かなりの能率アップにつながっています。









おしゃれな平屋に住みたいならローコスト住宅で決まり




おしゃれな平屋に住みたいなら、ローコスト住宅が最適です。
ローコスト住宅は手頃な価格で建てられることが特徴です。
予算の制約がある方でも、理想の平屋を手に入れることができます。
ローコスト住宅には、おしゃれなデザインのものもたくさんあります。
シンプルでモダンな外観や、自然素材を使った温かみのある内装など、多様なスタイルが選べます。
自分の好みやライフスタイルに合わせて、カスタマイズすることも可能です。
ローコスト住宅は省エネ性にも優れています。
断熱材やエネルギー効率の高い設備が使用されているため、エネルギーコストを節約することができます。
地球環境にも優しい住宅と言えます。

平屋の利点も多くあります。
階段の心配がないため、高齢の方や身体的な制約のある方にも住みやすいですし、子育て世代にも安心感を与えます。
室内のスペースを有効活用しやすく、バリアフリーなどの工夫も取り入れやすいです。
さらに平屋は開放感があり、庭やテラスなどの屋外スペースを楽しむことができます。
自然との一体感を感じながら、リラックスした時間を過ごすことができるでしょう。
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									群馬県伊勢崎市出身。
地元で不動産関係の会社を経営中。
今回はローコスト住宅について記事を書きました。
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